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1。 はじめに

西村家の『由緒覺書』中の桟瓦の記述内容は、日本建築史研究の先駆者である伊東忠太

氏が、大正 5年の F建築雑誌』354号 の中ですでに紹介されている。しかし同氏は、この

話の真偽にはまったく触れず、この『由緒覺書』の桟瓦発明年代の延宝 2年 (1674)頃 に桟

瓦が発明され、葺かれるようになったと述べている。

その後、昭和27年の『建築史研究』10号 の中で太田博太郎氏も「この話の真偽のほどは

明らかでないが、他に全く史料がないので一応これが認められている。」とし、数例の古

文書を引き、検討を加えた上で、桟瓦の発明が17世紀後半であったとする伝えも妥当なと

ころであろうと結論づけられている。

また近年は、桟瓦の研究も進んできている。「八幡近郊と南山城地域で名を残した瓦師」

(京都考古 第69号  1993,3)の 中で中尾正治氏は、『由緒覺書』について触れ、その成立

年代や略家系を説明し、大阪の枚方敬応寺鼓楼の鬼瓦に「享保二十歳乙卯七月吉日 日本

ならべ瓦根元西村惣左衛門尉三世只盈三十八才」と書かれていることを発見している。

しかしこれら『由緒覺書』を引用した論考の中には、直接本史料について検討を加えた

ものは存在せず、その史料的な価値を正確に把握できるものとはなっていない。

そこで本論では、『由緒覺書』の成立やその記述内容について考察を行い、その史料的

価値を明らかにすると共にその全文をここに紹介し、諸氏の今後の参考に供するものであ

る。

2。 『由緒覺書』の内容検討

1)成立と構成

『由緒覺書』は、京都深草の本家西村五郎右衛門尉の所望により分家の河州招提村の西

村惣左衛門泰寛が書き写したものであり、製作年代は天明5年 (1785)で ある。後に本家筋

が跡絶え、現在は京都市伏見区深草瓦町の善福寺に所蔵されている。
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この善福寺には、他に西村家に関するものと

して『由緒覺書』の中にある絵像本尊と裏書

(別幅で軸荘)、 その絵像本尊の由緒を記した寛

政10年 (1798)の 巻物 1巻 (内容は『由緒覺書』

の前半部分と同じ)がある。

構成は、『由緒覺書』の製作者である西村惣

左衛門泰寛から12代前の橋野五郎右衛門尉正達

(初代)よ り書起こされ、祖先 4人の略歴と他 8

人の氏名・没年・没年齢等が記述されている。

初めに略歴があるのは初代正達であり、絵像

本尊とその裏書を頂いた理由が記されている。

次に2代 より5代 までの姓名と没年等がある。

次に略歴があるのは、 6代目の橋野五郎右衛

門尉正尚である。姓名を西村半兵衛と改め、瓦

職人となった経緯が書かれている。その後 7代

から9代 までの姓名と没年等を記す。

次に10代 目が分家筋として成立し、江戸葺瓦

を発明した略歴を述べ、11代 目が現在居住する

河内の招提村へ移った理由が記されている。

以上が全体構成であるが、この『由緒覺書』

は随所に浄土真宗との関係が見られる。それら

の事実関係について詳細に見て行くこととする。

絵像本尊 (善福寺蔵)

2)記載内容の信憑性

この『由緒覺書』は、冒頭より本願寺第8世

蓮如上人との関係が記され、大谷本願寺で起 き       裏書(善福寺蔵)

た延暦寺衆徒による破却から書起こされている。 しかし、破却の年代を文明 3年 (1471)と

しているが、実際に起 きた法難は寛正 6年 (1465)の ことであり6年の差が生 じている。

また正達が住んでいた播州餅西郡英賀庄 (現在の兵庫県姫路市英賀 )は 、明応年中に

(1492～ 1500)に蓮如によつて本徳寺が建てられて以降、西日本の真宗の拠点となった所で

あ り、正達 と子の正盈が文明頃に大谷本願寺に参詣 していたことは年代的に不 自然であ

る。
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さらに、正達は文明11年 (1479)山 科本願寺に参詣して、絵像を戴いたとしているが、蓮

如は当時「他流には、名号よりは絵像、絵像よりは木像、といふなり。当流には、木像よ

りは絵像、絵像よりは名号といふなり」 (『実悟旧記』)と 述べている点や本来絵像等を渡

すときに裏書を行うものであり、本願寺第 9世実如上人の代の大永 2年 (1522)に これを願

い出ている点なども矛盾している。

むしろ以上の点より、明応以降真宗の拠点となった英賀庄に住む正達という人が大永 2

年に実如より絵像を頂戴したと考える方が自然である。これにより『由緒覺書』の初めの

部分は、絵像と裏書の存在をドラマチックに演出した文章と推定できる。

さらに6代 目の橋野五郎右衛門尉正尚が姓を西村と改め、瓦職人となった経緯について

も疑間がある。すなわち英賀庄司の正尚が天正 9年 (1581)に 中国地方に軍を進めていた豊

臣秀吉に敵対 し、領地を没収されたため瓦職人となったとあるが、13年後の文禄 3年

(1594)に はすでに伏見城の瓦方棟梁となっている点である。

むしろ英賀庄に居住している時より瓦職人であり、天正 9年頃より秀吉に使えるように

なったと考えることができないだろうか。傍証として慶長 5年 (1600)に 豊臣秀頼により再

建された醍醐寺金堂の棟札には、「瓦大工播州式西郡安賀住藤原宗次 藤原正吉」と書か

れ、英賀庄に瓦職人が存在したことが確認できる。

その後 7代から9代 までは、京都東山の大仏殿や西本願寺・東本願寺の諸堂の工事に際

し、瓦方棟梁を勤めたとあるが、現時点ではこの記述を証明する史料は存在しない。

そして一番問題となる10代 目西村五郎兵衛尉正輝 (半兵衛)の記述については、直接桟瓦
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発明に関する史料は発見されていない。しかし、大津市にある聖衆来迎寺本堂の旧鬼瓦に

は、「寛文五年乙巳七月 大津住 瓦師 正幸 (花押)西村半兵衛作之」とあることや園

城寺唐院唐門の獅子口に、「三井寺大師御門 延宝弐年 とら十月日 瓦師半兵衛作 三

十三才」と書かれており、『由緒覺書』にある年齢と一致する半兵衛 (名 は正幸である)が

存在したことが確認できる。

11代 日正家の時、宝暦 5年 (1708)に 京都で大火があったおり、御所普請のため、伏見に

引越したとある。三井寺の長日護摩堂の丸瓦には、「江州三井寺 瓦師西村半兵衛 元禄

十一歳□月日」とあり、1690年代にはまだ大津に住居を構えていたことが確認できる。そ

の後、正徳 4年 (1714)に 河州招提村に引越し、名を惣左衛門と改めたとあるが、これを裏

付けるように以後の瓦銘は京都の八幡・大阪の枚方近辺に存在する。享保 3年 (1718)に は、

京都府八幡市の旧善照寺本堂の鬼瓦(現在同市共同墓地の手水屋鬼瓦)に 「享保三年十月根

本瓦師西村惣左衛門河内國招提」とあることが中尾氏によって発見されている。

また享保20年 (1735)に は、大阪府枚方敬応寺の鼓楼に「日本ならべ瓦根元・・・」と書

かれていることは前文の中で紹介した。これらで注目できる点は、13代 にあたる泰寛が

『由緒覺書』を製作する以前、11代 ・12代 目の段階で「根本」・「根元」瓦師であると述

べ、現在の桟瓦の発明者の子孫であることを鬼瓦銘を通して表明している点にある。

3.小 結

『由緒覺書』の記載内容は、初代正達から9代正喜までは実在が確認できず、誇張を含

む文章となっていると考えられる。しかし桟瓦を発明したとされる10代 目の西村半兵衛以

降は、瓦銘に名前を残し実在が確認できる。また11代 目の正家が享保 3年 (1718)に はすで

に「根本瓦師」と述べ、桟瓦の発明者の子孫であることを表明している点で、10代 目西村

半兵衛が桟瓦の発明者である可能性が十分あると考えられる。

しかしこれまでの史料は、桟瓦の発明を直接示すものとなっていない点で今後に課題を

残すものとなっている。今後園城寺に残る古文書の調査を通してその存在を明らかにして

行くことが必要であると考えられる。

一方発掘調査においても今後、桟瓦の収集を行い、発生時期や伝播の状況を調査して行

くことが求められると考えられる。

(ひ らい・としゆき=京都府教育庁指導部文化財保護課技師)
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(」 は改行を表わす)
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